



























































注――第 1 部「有論」第 1 章（改訳増補版）――」『哲学・思想




学』第 4 部「自然神学」第 1 章「神の概念」第 1 節「神の存在」
試訳――」『哲学・思想論集』第 42 号、筑波大学、2017 年
＊　石田隆太・檜垣良成「バウムガルテン『形而上学』第 4 部「自然
神学」第 1 章「神の概念」第 2 節「神の知性」試訳」『筑波哲学』















































































































































































a Ungleichheit der Verhältnisse. 〔関係の不釣り合い〕 b Scharfsinnigkeit. 
c eine artige oder feine Einsicht.
§. 574
事物の同一性を知覚する能力つまり資質（§. 572）の法則は、次のと
おりである。〈A のもつ徴標が B のもつ徴標として表象されるならば、
A と B は同一のもの（§. 38）として表象される。〉事物の差異性を知
覚する能力つまり鋭敏さ（§. 573）の法則は、次のとおりである。〈A


















a Spiele des Witzes. b Scharfsinnige Gedancken. 〔鋭敏な思考内容〕 

























（§. 573, 221）。それゆえ、誤謬は緻密さにとっての好機である（§. 
576, 323）。





のうちにないものは何も知性のうちにない （Nihil est in intellectu, quod 
non fuerit prius in sensu）」をもじった表現である （cf. John Locke. An 
Essay Concerning Human Understanding. London, 1689, 2, 1, 5; Gottfried 
Wilhelm Leibniz. Discours de métaphysique. Paris, 1686, §. 27; Nouveaux 
Essais sur l’entendement humain. 1765, II, 1, 2; Werner Schüßler. Leibniz’ 
Auf fassung des menschlichen Verstandes （intellectus） : eine Untersuchung 
zum Standpunktwechsel zwischen “système commun” und “système nouveau” 
und dem Versuch ihrer Vermittlung. Berlin: de Gruyter, 1992, S. 79ff.）。ラ
テン語の表現ではトマスの用例が代表的であり （Thomas Aquinas. de 
Veritate. q.2, a.3, 19）、内容的にはアリストテレスに淵源をもつ （cf. 
Aristoteles. de Anima. 429b30-430a2）。バウムガルテンが愛読していたキ
ケロにも既に、同種の見解を示す以下のような記述が見うけられる。
「我々が心によって見分けるものは何であれ、すべて感官から生じる
（quidquid porro animo cernimus, id omne oritur a seinsibus）」 （Cicero. 











Wolff. Psychologia rationalis. Frankfurt, Leipzig, 1734. In: Christiani Wolffii 
Psychologia rationalis, Gesammelte Werke, hrsg. von J. École et al., Abt. 2, 






Wolff. Psychologia empirica. Frankfurt, 1738 （1732）. In: Christiani Wolffii 
Psychologia empirica, Gesammelte Werke, hrsg. von J. École et al., Abt. 2, 
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る際に、「観念」を「像（Bild）」としている（cf. Georg Friedrich Meier. 
Metaphysik. 3. Teil. Halle: Gebauer, 1757, §. 557）。
3 ）　　全版を通じて §. 257 が参照指示されているが、アカデミー版カント
全集では §. 357 と表記されており、Gawlick と Kreimendahl による独
訳もこれに倣っている。§. 257 が有限な存在者の現実性の程度について
言及しているのに対し、§. 357 では「あらゆる世界には部分の連結と普
遍的な調和がある」と記述されている。§. 561 で §. 257 への参照指示
がなされている箇所では、想像と感覚の対象となる事物が普遍的な連結
に組み込まれていることを述べているのだから、参照指示は §. 357 の
方がより適切だと考えられる。
4 ）　　バウムガルテンの蔵書目録には、ロックの『人間知性論』の Pierre 





5 ）　　第 1 部「存在論」の第 5 節「秩序」では、事物の対立について以下の
ように定義されている。「A が定立される場合に B が廃棄されるならば、
A と B は《対立》している」（§. 81）。
6 ）　　本項では、想像と感覚（いずれも知覚ないし表象と呼ばれる）はいか
にして区別されうるかという問題について、その区別の基準が挙げられ
る。（1）では、感覚の方が想像よりも明瞭であるという §. 562 の原則が
前提とされている。そこから、明瞭性がより強い方が感覚だと区別しうる、
という基準が導かれている。（2）では、過去の状態と現在の状態は同時

































9 ）　　参照指示はなされていないが、§. 533 の「感性的に認識することと叙
述すること〔＝感性的認識と感性的叙述〕についての学」という美学の定
義に準じている。なおこうした動形容詞による表現は、たとえば修辞学が
古来「よく語ることの技術（ars bene dicendi）」（Quintilianus. Institutio 
Oratoria 2.17.37）や「よく語ることの学（bene dicendi scientia）」（Cicero. 
de Oratore 1.28.83）と定義されてきた伝統を引き継いでいる。




11）　　第 5 節「洞察力」から第 6 節「記憶力」および第 7 節「創作能力」ま
で、第 1 版ではすべて第 4 節「想像力」のうちに含まれている。第 2 版
で洞察力の節が独立させられるに伴って、§. 573 末尾の「鋭い資質は
《洞察力》である」という定義文の他、§. 575 の 2 文目「および洞察力」
や、§. 578 の冒頭「それゆえ洞察力は」といった文言が追加されている。











14）　　ここで言う A と B は事物（res）を指す。したがって、A ないし B と、





15）　　§. 544 の「経験的美学」と §. 570 の「想像力の美学」に続いて、本
項では「洞察力の美学」が挙げられ、それが「美学の部門（pars）」と言
われる。以降の節でも下位認識能力ごとに各種の美学が挙げられるが、
それらは美学の下位部門とみなしうる。
16）　　§. 265 では、普遍的で内的な術語（「可能」「連結」「存在」「一」「秩
序」「真」「完全」）が共通に妥当するかぎりで、あらゆる存在者は同じ
である、と主張される。§. 269 では、不可識別者同一の原理が提示され
る。よって、§. 265 は本文の「或る部分では同じ」という文言に対する
参照指示であり、§. 269 は「或る部分では異なっている」という文言に
対する参照指示であると考えられる。
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